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令
和
６
年 

二
十
歳
を
祝
う
会

　
令
和
６
年
二
十
歳
を
祝
う
会
が

１
月
７
日
、
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
、
家
族
ら
多
く
の
人
達
が
新
成

人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
対
象
者
83
人
の
う
ち

60
人
が
出
席
し
、
艶
や
か
な
振
袖

や
ス
ー
ツ
に
身
を
ま
と
い
、
久
し

ぶ
り
に
再
会
し
た
友
人
た
ち
と
の

記
念
撮
影
や
会
話
に
花
を
咲
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

祝
う
会
で
は
、
町
民
憲
章
を
佐

伯
匡
哉
さ
ん
、
久
保
空
司
さ
ん
、

横
濱
明
加
さ
ん
、
三
間
咲
良
さ
ん

が
朗
読
し
ま
し
た
。

　
野
村
町
長
は「
明
日
の
社
会
を
築

く
皆
さ
ん
が
、
そ
の
自
負
と
情
熱

を
持
っ
て
今
後
の
人
生
を
し
っ
か

り
と
歩
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
席
者
一
人
一
人
が
登

壇
し
て
近
況
や
将
来
の
夢
を
発
表

し
、
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
出
席
者
を
代
表
し
て

敦
賀
心
さ
ん
が「
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む

た
め
、
努
力
は
無
駄
に
な
ら
な
い

と
信
じ
て
強
い
意
志
で
歩
み
続
け

る
」と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
大

人
と
し
て
の
第
一
歩
を
歩
み
始
め

ま
し
た
。
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令
和
６
年
善
行
表
彰

受
章
お
め
で
と
う

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

※　

順　

不　

同

荒　川　和　久　様
　長年にわたり消防行政に精励し、
公益と民生の安定に尽力され、第
41回危険業務従事者叙勲において
瑞宝双光章を受章されました。

西　舘　孝　司　様
　長年にわたり消防団活動に精励
し、公益と民生の安定に尽力され、
令和５年春の叙勲において瑞宝単光
章を受章されました。

髙　田　光　雄　様
　長年にわたり交通安全思想の普及
高揚に尽力され、令和５年度青森県
褒賞を受章されました。

野　澤　秀　樹　様
　長年にわたり灯台監視協力者とし
て航海の安全に尽力され、令和５年
秋の叙勲において瑞宝単光章を受章
されました。

大　湊　一　郎　様
　長年にわたり消防団活動に精励
し、公益と民生の安定に尽力され、
令和５年春の叙勲において瑞宝双光
章を受章されました。

野　坂　　　隆　様
　長年にわたり学校教育の振興発展
に尽力され、令和５年度高齢者叙勲
において瑞宝双光章を受章されまし
た。

赤　川　春　雄　様
　長年にわたり国の防衛と安全の維
持に尽力され、第40回危険業務従
事者叙勲において瑞宝単光章を受章
されました。

田　中　隆　徳　様
　長年にわたり国の防衛と安全の維
持に尽力され、第41回危険業務従
事者叙勲において瑞宝単光章を受章
されました。

　令和６年野辺地町善行表彰の授与式が１月４日、中央公民館で
行われました。授与式は、この日開催された新年祝賀会に先立っ
て行われ、社会的功労のあった方々に、野村町長から感謝状と記
章が贈呈されました。

特　集
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飲んで応援！！
県産牛乳の消費拡大をＰＲ野辺地町消防出初式

　ゆうき青森農業協同組合（天間代表理事専務）
が１月５日、県産牛乳の消費拡大ＰＲのために町
長を表敬訪問しました。

　社会福祉法人おさなご（瀧野道子理事長）様が
運営する「たけのこ」「わかば」保育園の職員の
皆さまから、児童福祉事業のために７万円

　１月６日、町立体育館で令和６年野辺地町消防
出初式が行われ、横濵豊団長ほか団員・消防署員
約120人が参加しました。
　町長は訓示で、「日本海溝・千島海溝周辺海溝
型地震等の大規模災害へ備え、防災体制の更なる
充実が必要である」と防災への協力を呼びかけま
した。

県産牛乳の消費拡大PRを行った天間代表理事専務（右）と
村山代表理事常務（左）

団員によるまとい振り

町へのご寄附
ありがとうございました

　青森銀行びわの会（熊谷正志会長）様から、町
政運営のために222,536円

　みちのく会（久保田重光会長）様から、小学校
低学年の教育振興のために226,292円

各種事業の貴重な財源と
して有効に活用させてい
ただきます。

日頃から、優れた栄養成分をバランスよく含ん
だ県産牛乳を飲んで健康維持に努めましょう。

4
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内
●年金相談
（年金全般に関すること）
２月21日（水）10時～15時
中央公民館
☎017－734－7498
※要予約（定員に達し次第締切）

●人権相談
（人権擁護に関すること）
２月６日（火）９時～12時
中央公民館　
相談担当：人権擁護委員
◆問合先　介護・福祉課
☎65－1777

●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
  ２月２日（金）　14時～
  ３月１日（金）　14時～
老人福祉センター
◆問合先　総務課
☎64－2111（内線263）
※要予約（定員に達し次第締切）

●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
  ３月19日（火）10時～12時
役場相談室
◆問合先　総務課（内線263）

●教育相談
（しつけ・いじめ等に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
９時～15時
教育委員会
  ☎090－2604－9408

●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
健康増進センター  ☎65－1777

役場　☎64－2111

令和５年１2月末現在（前月比）
人　口  12,027名　（－22）
　男　  5,624名　（－13）
　女　  6,403名　（－19）
世帯数  6,294世帯（－15）

日
赤
野
辺
地
町
分
区
か
ら

お
知
ら
せ

　

日
本
赤
十
字
社
青
森
県
支
部
で

は
、
災
害
・
紛
争
な
ど
か
ら
命
を
守

り
、
苦
痛
を
軽
減
す
る
活
動
を
は
じ

め
、
平
時
は
教
育
現
場
や
自
治
会
な

ど
で
防
災
・
減
災
の
講
習
会
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
こ
う
し
た
活
動
は
す
べ
て
、
地
域

の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
会
費

や
寄
付
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
当
分
区
で
は
２
月
か
ら
、
各
自
治

会
に
１
人
５
０
０
円
以
上
の
活
動
資

金
（
会
費
・
寄
付
金
）
の
募
集
を
行

い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
赤
十
字
社
員
へ

の
加
入
並
び
に
令
和
６
年
度
の
活
動

資
金
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先

　
介
護
・
福
祉
課

（
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
65

－

１
７
７
７

後
期
高
齢
者
医
療

医
療
費
通
知
書
の
お
知
ら
せ

　
医
療
費
通
知
書
は
、
ご
自
身
の
受

け
た
医
療
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
年
１
回
お
送
り
す
る
お
知

ら
せ
で
す
。
令
和
５
年
１
月
か
ら
12

月
診
療
分
の
医
療
費
通
知
書
は
、
２

月
末
に
発
送
し
ま
す
。

　
確
定
申
告
に
ご
利
用
さ
れ
る
方
に

は
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
11
月
診
療

分
が
記
載
さ
れ
た
医
療
費
通
知
書
を

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

２
月
１
日
か
ら
設
置
す
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
、
被
保
険
者
番
号
が
わ
か

る
も
の
（
被
保
険
者
証
等
）
を
ご
用

意
の
上
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番
号
は
、

１
月
中
旬
頃
に
青
森
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
る
ほ
か
、
町
民
課
窓
口
に
掲

示
し
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
に
利
用
す
る
た

め
の
１
年
分
の
医
療
費
通
知
情
報
は
、

例
年
、
２
月
９
日
か
ら
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
で
も
取
得
可
能
で
す
。

◆�

問
合
先　
青
森
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

　
☎
０
１
７

－

７
２
１

－

３
８
２
１

再
募
集
国
保
・
脳
検
診

　
（
２・３
月
分
）

　
町
で
は
、
野
辺
地
町
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
を
対
象
に
国
保
・
脳
検

診
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
２
・

３
月
募
集
分
に
若
干
の
空
き
が
あ
り

申
込
み
で
き
ま
す
。

◆
受
付
期
間　
２
月
１
日
（
木
）
～

◆
受
付
人
数　
若
干
名

◆
対
象
者　

①
75
歳
未
満　

②�

野
辺
地
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
（
申
込
み
が
多
数
の

場
合
は
、
初
め
て
受
診
さ
れ
る
方

を
優
先
し
ま
す
。）　

③
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の
方

◆
個
人
負
担
金　
３
，
０
０
０
円

◆
実
施
期
間　
２・３
月

（
毎
週
火
・
木
曜
日
）

◆
実
施
医
療
機
関

　
公
立
野
辺
地
病
院

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、
検
査
が
受
け

ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
問
合
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

☎
申
込
・
問
合
先　
　

　
町
民
課
（
内
線
２
４
１
）

※
電
話
で
の
申
込
み
も
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　
令
和
５
年
中
（
令
和
５
年
１
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
）
に
納
め
ら
れ
た

国
民
年
金
保
険
料
（
過
去
の
年
度
分

や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含
み
ま

す
）
は
、
所
得
税
法
及
び
地
方
税
法

上
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
、
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
ま
す
。

　
本
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保

険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除

を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申
告
の

際
に
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
２
月
上
旬

に
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
方
へ
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」
が
発
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
手

元
に
届
き
ま
し
た
ら
、
大
切
に
保
管

し
、
確
定
申
告
の
際
に
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

※
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
10
月

下
旬
か
ら
11
月
上
旬
頃
に
既
に
発
送

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
問
合
先

◇
青
森
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
７

－

７
３
４

－

７
４
９
５

◇
町
民
課

　
☎
64

－

２
１
１
１（
内
線
２
９
６
）

◆
保
険
料
納
付
期
限　
12
月
分
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税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！　

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
国
民
年
金
の
免
除
申
請
等

を
す
る
方
、
各
種
税
証
明
が
必
要
と
な
る
方
は
収
入
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う

申
告
相
談
は
２
月
13
日
か
ら

中
央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
密

接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
税
の
申
告
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、

公
平
な
課
税
と
納
税
を
行
う
う
え
で

非
常
に
重
要
な
も
の
で
、
皆
さ
ん
が

毎
日
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
明
る
い
社

会
を
つ
く
る
た
め
に
、
税
金
は
無
く

て
は
な
ら
な
い
大
切
な
財
源
で
す
。

　

町
・
県
民
税
、
所
得
税
、（
税
務

署
で
受
付
す
る
）
贈
与
税
の
申
告
は
、

３
月
15
日
（
金
）
ま
で
で
す
。
な
お
、

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
２
月
13

日
（
火
）
か
ら
中
央
公
民
館
で
行
い

ま
す
（
詳
し
い
日
程
は
７
ペ
ー
ジ
の

表
の
と
お
り
で
す
）。

　
申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
は
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

●
町
・
県
民
税

　
申
告
が
必
要
な
方

　
令
和
６
年
１
月
１
日
現
在
、
野
辺

地
町
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方
。

　
た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
方
は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

１�
．
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方

◇�

勤
務
先
で
年
末
調
整
し
て
い
な
い

方
◇�

年
末
調
整
の
控
除
内
容
に
変
更
の

あ
る
方

◇�

医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

２�

．
公
的
年
金
所
得
の
み
の
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方

◇�

源
泉
徴
収
票
の
控
除
内
容
に
変
更

の
あ
る
方

◇�

医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

３�

．
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
漁

業
等
）
の
あ
る
方

４�

．
不
動
産
所
得
（
地
代
・
家
賃

等
）
の
あ
る
方

５
．
配
当
所
得
の
あ
る
方

６�

．
生
命
保
険
一
時
金
、
生
命
保
険

年
金
、
報
酬
等
を
受
け
た
方

７
．
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

８�

．
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
免
除
申
請
等
を
お
こ
な
う
予

定
が
あ
る
方

９�

．
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
、
世
帯
の
所
得
が
低
い
こ
と

に
よ
り
、
保
険
税
等
の
軽
減
判
定

を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
方

10�

．
子
ど
も
医
療
、
乳
幼
児
医
療
な

ど
の
医
療
給
付
を
受
給
さ
れ
る
方

11�

．
１
～
10
に
該
当
す
る
方
の
ほ
か
、

児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
さ
れ
る
方
、
保
育
所
に
入
所
さ

れ
て
い
る
方
、
入
所
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
等

申
告
に
必
要
な
も
の

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
等

（�

申
告
を
さ
れ
る
方
及
び
扶
養
さ
れ

る
方
分
）

②
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

③�

事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、

収
支
の
わ
か
る
資
料

④�

医
療
費
控
除
明
細
書
又
は
医
療
費

通
知
書
（
医
療
費
の
領
収
書
の
添

付
又
は
提
示
だ
け
で
医
療
費
控
除

を
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。）

⑤�

社
会
保
険
料
領
収
書
（
国
民
健
康

保
険
税
・
厚
生
年
金
保
険
料
な

ど
）・
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書

⑥
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

⑦
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

⑧�

雑
損
控
除
（
災
害
等
）
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
被
害
の
あ
っ
た

住
宅
や
家
財
な
ど
の
証
明
書
や
明

細
書

⑨�

配
偶
者
（
特
別
）
控
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
配
偶
者
の
所
得

が
わ
か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど

⑩
農
業
所
得
の
あ
る
方

◇�

農
協
が
発
行
す
る
販
売
証
明
書
・

出
荷
伝
票

◇�

生
産
出
荷
組
合
、
市
場
か
ら
の
清

算
書
・
明
細
等

◇
仲
買
人
へ
の
販
売
明
細
書

◇�

自
家
消
費
、
知
人
・
親
類
等
へ
の

贈
答
品
は
そ
の
明
細
書

⑪�

障
害
者
手
帳
、
介
護
保
険
に
係
る

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
（
町

の
介
護
・
福
祉
課
で
発
行
）

な
ど
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る
書
類

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

＊
令
和
６
年
度
分
町
民
税
・
県
民
税

申
告
書
は
郵
送
提
出
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。（
申
告
書
は
２
月
中
旬
に
町

HP
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

※�

申
告
が
必
要
か
分
か
ら
な
い
場
合

は
税
務
課
に
電
話
を
し
て
確
認
し

て
下
さ
い
。

◆
問
合
先

　
税
務
課

　
☎
64

－

２
１
１
１

●
所
得
税

　

令
和
５
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
書
作
成
会
場
は
、
２
月
16
日

（
金
）か
ら
３
月
15
日
（
金
）（
土
・

日
は
除
き
ま
す
）
９
時
か
ら
17
時
ま

で
十
和
田
税
務
署
に
も
開
設
し
ま
す
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、

ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
を
利

用
し
て
、
国
税
庁
HP
「
確
定
申
告
書

等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告
書
を
作

成
で
き
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方

◎�

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る

場
合

　
令
和
５
年
中
の
所
得
金
額
が
、
基

礎
控
除
・
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ

り
多
い
方

◎
給
与
所
得
者
の
場
合

①�

給
与
の
年
収
が
２
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

②�

一
ヵ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③�

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
方
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
金
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

◎
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合

　
令
和
５
年
中
に
株
式
、
土
地
、
建

物
な
ど
を
売
っ
た
方
は
、
原
則
と
し

て
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。
こ
の

譲
渡
所
得
に
対
す
る
所
得
税
は
分
離

課
税
と
い
っ
て
、
他
の
所
得
と
区
分

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①�

前
記
の
町
・
県
民
税
の
申
告
に
必

要
な
書
類
等

②
印
か
ん
（
銀
行
印
）
と
口
座
番
号

6
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③�
税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」
な
ど
が
来
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
通
知
書
等

④�

前
年
も
確
定
申
告
を
し
て
い
る
場

合
に
は
、
そ
の
控
え

申
告
す
れ
ば
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
方

　
次
の
よ
う
な
方
で
、
源
泉
徴
収
さ

れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を
し
た
税
金

が
納
め
す
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
に

は
、
確
定
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
が

還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

月　日
・
曜　日

区　　　　　　域

午　　　前 午　　　後

（９：00～11：30） （１：00～４：00）

２ 10 土

２ 11 日 建国記念日

２ 1２ 月 振替休日

２ 1３ 火 下町一区（あ～こ） 下町一区（さ～）

２ 1４ 水 枇杷野（あ～な） 枇杷野（に～）・上袋町（あ～そ）

２ 1５ 木 鳴沢 上袋町（た～）・新町

２ 1６ 金 下町二区（あ～し） 下町二区（す～）

２ 1７ 土

２ 1８ 日

２ 1９ 月 中袋町（あ～お） 中袋町（か～し）

２ ２0 火 中袋町（す～つ） 中袋町（て～ま）

２ ２1 水 中袋町（み～）・城内（あ～え） 城内（お～た）

２ ２２ 木 えぼし（あ～と） 城内（ち～）

２ ２３ 金 天皇誕生日

２ ２４ 土

２ ２５ 日

２ ２６ 月 えぼし（な～）・木明・目ノ越 明前・蟹田・有戸・琵琶野

２ ２７ 火 川目 下袋町（あ～お）

２ ２８ 水 下袋町（か～こ） 下袋町（さ～た）

２ ２９ 木 下袋町（ち～ね） 下袋町（の～む）

３ １ 金 下袋町（め～）・浜町（あ～さ） 浜町（し～）・本町

３ ２ 土

３ ３ 日

３ ４ 月 八幡町（あ～と） 八幡町（な～）・駅前１（あ～こ）

３ ５ 火 駅前１（さ～ほ） 駅前１（ま～）・駅前２（あ～し）

３ ６ 水 駅前２（す～ほ） 駅前２（ま～）・馬門2（あ～く）

３ ７ 木 馬門２（け～ほ） 馬門２（ま～）・松ノ木平（あ～え）

３ ８ 金 松ノ木平（お～の） 松ノ木平（は～）・金沢町（あ～え）

３ ９ 土

３ 10 日

３ 11 月 金沢町（お～き） 金沢町（く～す）

３ 1２ 火 金沢町（せ～な） 金沢町（に～）

３ 1３ 水 馬門１（あ～く） 馬門１（け～ほ）

３ 1４ 木 馬門１（ま～）・新道（あ～お） 新道（か～）

３ 1５ 金 予　　　　備 予　　　　備

令和６年度町県民税に係る申告相談日程表

　
な
お
、
還
付
を
受
け
る
場
合
は
口

座
振
込
に
な
り
ま
す
の
で
、
本
人
の

預
金
通
帳
な
ど
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①�

年
の
途
中
で
退
職
・
転
職
し
た
り

出
稼
ぎ
や
日
雇
な
ど
の
た
め
年
末

調
整
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

②�

給
与
や
公
的
年
金
等
の
収
入
が
あ

る
方
で
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
、

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を

受
け
ら
れ
る
場
合

③�
予
定
納
税
を
し
て
い
る
方
で
、
確

定
申
告
の
所
得
税
額
が
予
定
納
税

額
よ
り
低
い
場
合

●
贈
与
税

　
贈
与
税
は
、
原
則
と
し
て
個
人
か

ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超
え
る
財
産

を
も
ら
っ
た
と
き
に
か
か
る
税
金

で
す
。
申
告
と
納
税
は
２
月
１
日

（
木
）
か
ら
３
月
15
日
（
金
）
ま
で

で
す
。

◆
問
合
先

　
十
和
田
税
務
署　

　
☎
０
１
７
６

－

23

－

３
１
５
１

～困ったときはこちらで解決～
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

療
養
費
の
お
知
ら
せ

　
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養

費
と
は
、
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の

自
己
負
担
額
の
合
計
が
高
額
に
な
っ

た
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。
医
療
と
介
護
の
両
方
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
世
帯
で
、
１

年
間
に
お
支
払
い
し
た
自
己
負
担
の

合
計
が
基
準
額
を
超
え
た
場
合
に
超

え
た
額
を
支
給
し
ま
す
（
自
己
負
担

額
は
お
支
払
い
し
た
額
か
ら
高
額
療

養
費
や
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
を

除
い
た
額
で
す
）。

　
た
だ
し
、
超
え
た
額
が
５
０
０
円

以
下
の
場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

◆
計
算
対
象
期
間

　
令
和
４
年
８
月
～
令
和
５
年
７
月

ま
で
の
１
年
間

◆
支
給
申
請

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
は
、
２
月
上
旬
頃
に
町
民
課
か
ら

支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま

す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
に
は
、
２
月
下
旬
頃
に
青

森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
申

請
の
お
知
ら
せ
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

届
い
た
方
は
町
民
課
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
基
準
額

※
計
算
対
象
期
間
中
に
国
民
健
康
保

険
又
は
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
し
た
方
や
転
入
し
た
方
の
場
合
、

支
給
対
象
で
あ
っ
て
も
申
請
の
お
知

ら
せ
が
送
付
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先　

◇
国
民
健
康
保
険　

　
町
民
課
（
内
線
２
９
６
）

◇
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
☎
０
１
７

－

７
２
１

－

２
３
９
３

児
童
館
行
事

◆
豆
ま
き
会

　
3
日
（
土
）
10
時
半
～

◆�

支
援
拠
点
事
業　
の
へ
じ
ら
ん
ど

　
お
ひ
な
さ
ま
作
り

70歳未満の方の基準額
所　得　区　分 自己負担限度額

所得901万円超 ２１２万円
所得600万円超、901万円以下 １４１万円
所得210万円超、600万円以下 ��６７万円
所得210万円以下 ��６０万円
住民税非課税世帯 ��３４万円

70歳以上の方の基準額
所　得　区　分 自己負担限度額

現 役 並 み 所 得 Ⅲ ２１２万円
現 役 並 み 所 得 Ⅱ １４１万円
現 役 並 み 所 得 Ⅰ ��６７万円
一 般 ��５６万円
低 所 得 Ⅱ ��３１万円
低 所 得 Ⅰ ��１９万円

　
講
師
：
保
育
士　
　

　
21
日
（
水
）
10
時
～

◆
避
難
訓
練

　
22
日
（
木
）
16
時
～

◆
問
合
先　
児
童
館

　
☎
64

－

３
１
０
６

「
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家
」の

食
費
改
定
に
つ
い
て

　
昨
今
の
物
価
高
騰
に
伴
い
、
４
月

１
日
（
月
）
か
ら
公
立
小
川
原
湖
青

年
の
家
の
食
費
を
改
訂
し
ま
す
。

◆
問
合
先

　
☎
０
１
７
６

－

56

－

５
０
４
２

（
公
立
小
川
原
湖
青
年
の
家
）

新
し
く
営
業
許
可
が
必
要
に

な
っ
た
食
品
が
あ
り
ま
す

　
左
記
の
食
品
は
、
６
月
か
ら
は
許

可
が
な
い
と
営
業
で
き
ま
せ
ん
。

　
直
前
だ
と
間
に
合
わ
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
方
は

お
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

①
漬
物
製
造
業

　

�

漬
物
を
製
造
す
る
営
業
ま
た
は
漬

物
と
併
せ
て
漬
物
を
主
原
料
と
す

る
食
品
を
製
造
す
る
営
業

②
水
産
製
品
製
造
業

　

�

魚
介
類
そ
の
他
の
水
産
動
物
若
し

く
は
そ
の
卵
を
主
原
料
と
す
る
食

品
を
製
造
す
る
営
業
（
干
物
、
開

き
、
珍
味
、
塩
ウ
ニ
な
ど
）　

※�

ク
ジ
ラ
、カ
エ
ル
、カ
メ
な
ど
を
含
む

③
密
封
包
装
食
品
製
造
業

　

�

密
封
包
装
食
品
で
あ
っ
て
常
温
で

保
存
が
可
能
な
も
の
を
製
造
す
る

営
業

（�

他
の
営
業
許
可
業
種
に
該
当
す
る

食
品
お
よ
び
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
を
除
く
）

④
食
品
の
小
分
け
業

　

�

許
可
施
設
で
製
造
さ
れ
た
食
品
を

仕
入
れ
、
小
分
け
し
て
容
器
包
装

に
入
れ
、
又
は
容
器
包
装
で
包
む

営
業

（�

調
理
や
小
売
販
売
に
お
け
る
小
分

け
は
対
象
外
）

⑤
液
卵
製
造
業

　

�
鶏
卵
か
ら
卵
殻
を
取
り
除
い
た
も

の
の
製
造
（
小
分
け
を
含
む
）
を

す
る
営
業

⑥
そ
う
ざ
い
製
造
業

　

�

喫
食
す
る
に
は
購
入
者
等
に
よ
る

最
終
調
理
が
必
要
な
、
そ
う
ざ
い

半
製
品
も
許
可
対
象

◆
問
合
先　

　
上
十
三
保
健
所
生
活
衛
生
課

　
☎
０
１
７
６

－

23

－

４
２
６
１

「
解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
に

行
こ
う
！
」無
料
相
談
会

　
町
と
連
携
し
て
生
活
再
建
相
談
事

業
を
行
っ
て
い
る
消
費
者
信
用
生
活

協
同
組
合
に
よ
る
無
料
相
談
会
で
す
。

専
門
ス
タ
ッ
フ
や
弁
護
士
が
お
金
や

暮
ら
し
に
関
す
る
悩
み
な
ど
に
つ
い

て
、
丁
寧
に
聴
き
取
り
し
、
一
緒
に

解
決
の
糸
口
を
見
つ
け
ま
す
。

◆
日
時　
２
月
17
日
（
土
）

　
10
時
～
16
時

◆
場
所　
信
用
生
協　
青
森
事
務
所

（�

青
森
市
安
方
１

－

３

－

５　
小
田

島
ビ
ル
３
階
）

◆
対
象
の
相
談

①
お
金
の
問
題

（
多
重
債
務
問
題
な
ど
）　

②
遺
産
相
続

③
不
動
産
売
買

④
税
金
等
公
共
料
金
の
滞
納

⑤
DV
・
離
婚
問
題

⑥
そ
の
他
く
ら
し
に
関
す
る
悩
み
事

◆
相
談
料　
無
料

※
事
前
の
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
予
約
・
問
合
先

　
信
用
生
協　
青
森
事
務
所

　
☎
０
１
２
０

－

１
０
２

－

１
４
３

一般（※未就学児以外）

旧価格 新価格

朝　食 ３６０円 ４００円

昼　食 ３６０円 ４００円

夕　食 ４６０円 ５００円

改定日：令和６年４月１日（月）
※未就学児については１/２の価格
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　令和６年度自衛官等採用案内
種　　目 資　　格 受 付 期 間 試 験 期 日 処　　 遇 試験場所

一般幹部候補生

一
般

令和７年４月１日現在22歳以上26歳
未満の方
（修士課程修了者は28歳未満の方）

令和６年３月から
開始予定

＜１次試験＞
令和６年４月予定※
＜２次試験＞
令和６年５月予定※
＜３次試験＞（飛行要員のみ）
令和６年６月予定※

［初任給］
 大学修了者
月額：255,400円
大学院修了者
月額：259,400円

別途連絡
します。

飛
行

歯科・薬剤科幹部候補生
＜１次試験＞
令和６年４月予定※
＜２次試験＞
令和６年５月予定※

一般曹候補生
18歳以上33歳未満の方

令和６年３月から
開始予定 ［初任給］

月額：184,300円（高卒）
月額：193,900円（大卒）自衛官候補生（任期制） 年間を通じて

行っております。 別途連絡します。

予備自衛官補

技
能

18歳以上で各種国家免許資格等を有
する方（国家免許資格等の細部につ
いてはお問い合わせください。） 令和６年１月から

開始予定 令和６年４月予定※

［身分］  
非常勤特別国家公務員
［教育訓練招集手当］
日額：8,800円一

般 18歳以上34歳未満の方

　※　試験日については、別途指定されます。  ◎　細部は下記までお問い合わせ下さい。
　　　処遇については、令和４年４月現在のものです。
🏣033－0037　三沢市松園町三丁目６－16　中野プラザビル２F（ユニバース松園店隣）
　　　　　　　　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所
　　　　　　　　電話・ＦＡＸ　0176－53－1346（平日：08：45～17：30）
　　　　　　　　E-mail:aomori.pco.misawa@rct.gsdf.mod.go.jp

⇦三沢募集案内所
instagram

★個別に相談に応じます。
QRコードから申し込み

◆問合先　防災管財課（内線228）

令和６年度　交通災害共済加入者募集

◆受　　　付　　①個人で加入　…　役場　会計課へ
　　　　　　　　②団体で加入　…　各協力団体へ（★印参照）
◆会　　　費　　１人　350円
◆共 済 期 間　　令和６年４月１日　～　令和７年３月31日
　　　　　　　　　※令和６年２月１日（木）から受付を開始します。
　　　　　　　　　　共済期間中は、いつでも加入できます。
★団体加入は、下記団体等で受付しています。

駅 前 自 治 会 枇 杷 野 自 治 会 鳴 沢 自 治 会
松 ノ 木 平 自 治 会 川 目 自 治 会 下 町 一 区 自 治 会
下 町 二 区 自 治 会 上 袋 町 自 治 会 新 町 自 治 会
八 幡 町 自 治 会 浜 町 自 治 会 馬 門 自 治 会
有 戸 自 治 会 目 ノ 越 自 治 会 え ぼ し 自 治 会
中 袋 町 交 通 安 全 母 の 会 城 内 交 通 安 全 母 の 会 新 道 交 通 安 全 母 の 会
木 明 交 通 安 全 母 の 会

※団体加入とは　　 10人以上で加入することをいい、会員１人につき50円の奨励金が団体へ支給されま
す。新規で団体加入の取りまとめを希望される代表者は、問合先までご連絡下さい。

　交通災害共済は、自動車、自動二輪車、自転車等の道路交通による人身事故で被災した場合、
災害の程度に応じて、弔慰金又は見舞金をお支払いする共済制度です。青森県内の市町村の住
民基本台帳に記録されている方、またそれ以外の方でも県内の学校等に在学している方であれ
ば加入できます。万一の交通事故に備えて、家族そろって加入しましょう。

家族で加入しましょう
１日　１円

年間１人　３５０円

２
月
11
日
（
日
）、
３
月
10
日
（
日
）
９
時
～
12
時

※
電
子
証
明
書
の
更
新
も
受
付
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
交
付
窓
口
を
開
設

個別相談QR
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◆問合先　企画財政課（内線265）

～　調査員のお仕事してみませんか？　～
　町では、国が実施する各種統計調査に従事してくださる方（登録統計調査員）を随時募集していま
す。統計調査に興味のある方、また、専業主婦や定年を迎えられた方、何らかの形で地域貢献活動を
したい方、空き時間の範囲内でどうぞお力をお貸しください。「登録統計調査員」とは、統計調査員
として継続的に活動することを希望し、あらかじめ町に登録いただいた方です。統計調査が実施され
る１～２か月前に、町から調査活動を依頼します。

◆募集資格
・健康な20歳以上の方（男女問わず）
・責任を持って調査事務を遂行できる方
・調査で知り得た情報の秘密を守れる方
・警察、選挙、税務に直接関わらない方

◆応募方法
　登録を希望される方は、野辺地町統計調査員
登録申請書（企画財政課で配布又は町ＨＰでダ
ウンロード可）に必要事項を記入し、ご提出く
ださい。

◆仕事内容
・調査員説明会への出席
・担当する地域の確認
・調査についての説明と調査書類の配布
・調査票の回収・点検・整理・提出

◆報　　酬
・報酬あり
※�各調査、調査期間によって
異なります。

登録統計調査員を募集しています！

◆問合先　北部上北広域事務組合　消防本部警防課　☎64－0150

　Ｌ
ラ イ ブ
ｉｖｅ119は、119番等の緊急通報時における音声・映像情報を、通報現場と消防指令セ

ンター間で迅速かつスムーズに共有することを目的に開発した映像通報システムです。
　消防指令センターが119番通報の発信者を確認し、Ｌｉｖｅ119によるビデオ通話の開始を
依頼します。スマートフォンのカメラ機能を利用し、通報者の撮影ビデオ映像を使用した通話
を行います。

令和６年４月１日から開始する上十三消防指令センターでの
高機能新システム【Ｌｉｖｅ１１９】の試験運用について

119番通報を受けた消防
指令センターでは、消防
の判断により必要に応じ
て通報者にＬｉｖｅ119
のビデオ通話を依頼しま
す。各携帯電話会社の
メールドメインは使用し
ないため、迷惑メールブ
ロックの設定による通知
不達を避けることができ
ます。

※上十三消防指令センターLive119の試験運用期間　令和６年２月上旬から３月末まで（予定）

Ｌｉｖｅ119の開始
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◆問合先　防災管財課（内線228）

防災無線を用いた「情報伝達試験」

北海道・三陸沖で想定されている巨大地震や津波に備えましょう

令和５年度　第４回全国一斉情報伝達試験
　全国瞬時警報システム（Ｊ-アラート）による国からの緊急情報が、
正常に流れるかを確認するためのテスト放送を実施します。

◆実施日　令和６年２月９日（金）11時00分頃
　※気象・地震活動の状況等によっては、中止することがあります。
【訓練放送の内容】
　①　（防災行政無線チャイム）
　②　「これは、テストです。」×３回＋「こちらは防災のへじ広報です。」
　③　（防災行政無線チャイム）

　日本海溝・千島海溝沿いでは過去に巨大地震が繰り返し発生しており、大きな地震の後に、さらに
大きな地震が発生した事例もあります。 
　大きな地震が発生すると、それに続く次の地震「後発地震」の発生可能性が、平時より高まると考
えられます。このため、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域でＭ７．０以上の地震が発
生した場合に、気象庁から「北海道・三陸沖後発地震注意情報」が発表され、注意が呼びかけられま
す。 
　地震や津波は、備えることで被害を減らすことができます。「後発地震」が必ず発生するとは限り
ませんが、この情報を見聞きしたら、地震への備えの再確認と、「後発地震」の発生時にすぐに津波
から避難できる準備をお願いします。 
　また、地震は突発的に発生することの方が多いので、日頃から家具等の固定や避難場所・避難経路
の確認等を行い、地震に備えておきましょう。（内閣府・気象庁）

※詳細は、内閣府のホームページでご確認ください。 
https:// www.bousai.go.jp/jishin/nihonkaiko_chishima/

hokkaido/index.html

町の避難所や避難経路等は各家庭
に配布している「地震・津波ハザー
ドマップ」を確認しましょう！
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◆問合先　歴史民俗資料館　☎64－9494

◆問合先　介護・福祉課（健康増進センター内）　☎65－1777

日本遺産「北前船寄港地」パネル展・あおもり港町フォーラム

令和６年能登半島地震災害義援金を受付しています

―日本遺産「北前船寄港地」パネル展―
◆日　　時　２月16日（金）～３月３日（日）９時～19時
◆会　　場　青森市　リンクモア平安閣市民ホール
◆入 場 料　無料（見学自由）
◆展示内容　 県内の日本遺産「北前船寄港地」と主な寄港地の

歴史、文化を紹介する展示のほか、北海道の北前
船寄港地をパネルで紹介。

◆受付期間
　令和６年１月５日（金）～令和６年12月27日（金）※受付期間は延長する場合があります。
◆寄付方法
（１）直接お持ちになる場合
　　①　介護・福祉課窓口（健康増進センター）
　　　ア．募金箱への直接寄付
　　　イ．窓口で氏名、郵便番号、住所の記入を行った上での個人寄付（受領証を発行します）
　　②日本赤十字社青森県支部窓口（青森市長島１丁目３番１号　☎017-722-2011）
（２）県内銀行振込の場合
　　①　青森銀行　新町支店　普通預金　16000 
　　②　みちのく銀行　青森支店　普通預金　4200888
　　　※口座名義はいずれも「日本赤十字社青森県支部　支部長　宮下　宗一郎」
　　　※上記各銀行、本店、支店には専用振込用紙を設置しています。
　　　※ＡＴＭからの振込の場合は、氏名の後に義援金名を入力してください。
　　　　ＡＴＭからの振込は別途振込手数料がかかります。
（３）郵便振替利用の場合
　　口座番号　　　00150- ７-325411
　　口座加入者名　日赤令和６年能登半島地震災害救援金
　　　※受領証を希望する場合は、通信欄に「受領証希望」と記載してください。
　　　※ゆうちょ銀行・郵便局窓口での取扱いの場合、振替手数料は免除されます。

―日本遺産「北前船寄港地」あおもり港町フォーラム―
◆日　　時　３月３日（日）１３時半～１６時
◆会　　場　青森市　リンクモア平安閣市民ホール
◆参 加 料　無料（事前申込不要）
◆内　　容　第１部　 小樽商科大学　高野宏康氏による日本遺

産・北前船寄港地に関する講演
　　　　　　第２部　パネルディスカッション
　　　　　　　　　　「北前船でつながる青森県の港町」

　鰺ヶ沢町・深浦町・野辺地町と青森市が連携し、日本遺産「北前船寄港地」や県内の北前船に関する
歴史や文化、各港町の魅力等について紹介するパネル展とフォーラムを開催します。
　詳細は、資料館内設置のチラシをご覧ください。皆さまのご来場をお待ちしています。

　本年元日に発生した能登地方を震源とした地震で被災された方々を支援するため、日本赤十字社で
は義援金の受付けを行っています。日赤野辺地町分区窓口である介護・福祉課（健康増進センター）
等で義援金を受付けしています。

※その他寄付方法等の詳細は、日本赤十字社のホームページをご覧ください。
https://www.jrc.or.jp/contribute/help/20240104/

【日本遺産・北前船寄港地ＰＲイラスト】
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第21回 朗読のつどい

「令和５年度 読書講演会」

　図書館サークル「朗読の会『秋桜』」の会員に
よる朗読で“耳からの読書”を楽しんでみませんか。

　延期しておりました弘前市が舞台の映画「バカ
塗りの娘」の原作者「髙森美由紀氏読書講演会」
を開催します。
　地域の祭りや伝統に着眼し、青森県内で創作活
動を続ける児童文学者の創作の原点や思いなど、
髙森美由紀氏の世界観に触れてみませんか。

［日　時］２月８日（木）13時～
［場　所］中央公民館　第３会議室
［対　象］一般　　[参加料] 無料
［申込み］不要
［主　催］朗読の会「秋桜」

［日　時］３月９日（土）
　　　　　13時20分～
［場　所］図書館視聴覚室　
［講　師］髙森　美由紀 氏
　　　　（作家・児童文学者）
［対　象］一般
［定　員］40名　※要申込み
［申込先］図書館

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）
書　　　名 著　者　名

人間標本 湊　　　かなえ
まいまいつぶろ 村　木　　　嵐
パッキパキ北京 綿　矢　り　さ
風に立つ 柚　月　裕　子

本　の　展　示
・おに・節分の本展  ２／１（木）～２／１2（月）
・雪の本展  ２／１4（水）～２／28（水）

今
月
の
休
館
日

　
５
日（
月
）、
13
日（
火
）、

　
19
日（
月
）、
26
日（
月
）

※
29
日（
木
）館
内
整
理
日

　
の
た
め
休
館

問　☎64－2195
【
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
】

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
・
プ
ラ
ス

　
５
日
（
月
）
８
時
40
分
～

　
�

（
１
歳
６
か
月
児
健
診
・

　
　
　
　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

●
朗
読
の
会
「
秋
桜
」

　
８
日
（
木
）
10
時
～

　
定
例
会
（
中
央
公
民
館
）

●
英
会
話
ク
ラ
ブ

　
14
日
・
21
日
・
28
日
（
水
）

　
15
時
～
16
時
（
中
央
公
民
館
）

　

�

講
師
：
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導

助
手
）
ほ
か

●
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

　
14
日
（
水
）
９
時
半
～

　
（
７
か
月
児
健
診
・

　
　
　
　
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

●
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル

　
「
虹
色
の
会
」

　
24
日
（
土
）
13
時
半
～

　
定
例
会
（
図
書
館
）

おはなし工房
　絵本の読み聞かせと工作会を行います。
［日　時］２月17日（土）14時15分～
［場　所］図書館視聴覚室
［対　象］４～12歳
　　　　　※幼児は、保護者同伴。
［定　員］８名 ※要申込み
［参加料］無料
［申込先］図書館

野辺地町立図書館
QRコード

令和５年12月末の交通人身事故発生状況（野辺地警察署）
区分

町村別

令和５年 昨年
前年比

12月中（単月） 12月末（累計） 12月末（累計）
発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者

発

生

死

者

傷

者
野辺地町 1 0 1 15 0 19 17 1 19 －2 －1 ＋0

横 浜 町 1 0 1 11 1 14 6 1 8 ＋5 ＋0 ＋6

六ヶ所村 1 0 1 10 1 30 21 1 35 －11 ＋0 －5

合　計 3 0 3 36 2 63 44 3 62 －8 －1 ＋1
20年以上の実績・解体工事も！！20年以上の実績・解体工事も！！

TEL:64-3885

し
か
け
絵
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NO31．「各家庭でも災害に対する備えを」 
『未来につなげる幸せを創る』

地域おこし協力隊コラム その㉚　『今年も頑張ります』

　皆さんまいどです。
　地域おこし協力隊の横井さくらです。
　えらいこっちゃ〜　新年が始まって早くも
２ヶ月ですねん。
　今年も引き続き野辺地町の文化や産業を
いっぱい学習・吸収して、いろんな形で野辺
地町の魅力を発信したいです。
　ＳＮＳや展示商談会に出展したり、ふるさ
と納税も続々出荷して、開発中のリアル縄文
くららクッキー進めて、ドローン撮影、観光
協会のネット、地域活動、など野辺地町のＰ
Ｒになるもんは何でも精一杯頑張りたい思て
ますんで、今年もよろしくお願いします。
　最近は東京で移住を促進するイベントが
あったさかい、野辺地町の魅力、ようさんP�

Rしてきましたでぇ。私は全く雪あれへん所
から移住して３年目なもんで、めっちゃリア
ルな感想伝えてきたでぇ〜。
　雪国の暮らし方はまだまだ勉強中で、最近
も玄関までの道の作り方習（なろ）てん。
　皆さん何でも親切に教えてくれて、お茶目
でおもろいし、住んでてめっちゃ楽しいです。

町長コラム  

　こんにちは。町長の野村です。
　元日に能登半島地震が起こりました。亡く
なられた方々のご冥福を心よりお祈りいたし
ます。そして厳冬の中、つらい避難生活をさ
れている多くの方にお見舞い申し上げます。
　1995（平成７）年１月17日、6,400人を
超える人命が失われた阪神淡路大震災から
29年が過ぎました。メモリアルセンターで
はこの経験と教訓を忘れないよう情報発信し
ています。
　2011（平成23）年３月11日東日本大震
災が発生しました。瞬く間に巨大な津波が多
くの街を襲い、22,000人以上が犠牲になり
ました。地震、津波、火災そして原子力発電

所の被災という未曽有の大災害となり、いま
だに避難されている方々も多く、復興の道も
半ばです。
　私たちの地域でも大災害は発生する恐れがあ
ります。日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震が
想定され、町のハザードマップ地震津波版を新
たに作成しました。東日本大震災を直接経験し
たリーダーの皆さんは「避難訓練で行ったこと
以上のことはできない」と言っています。町民
の皆さんには日頃の心掛け、ハザードマップの
確認と避難訓練の積極参加をお願いします。

移住イベント中やでぇ～
野辺地町の雪ごっつ楽しいねん。

プライバシーテントの設営に参加する野村町長と町民
（野辺地町防災訓練　令和５年９月15日　旧馬門小学校）

パートさん募集してます！
【仕事内容】
 ・当社製品の工具部品の組立、メンテナンスなどの軽作業になります。
【時　給】 900円
【時　間】 8:25～17:30(相談可)
【勤務先】 （株）永木精機 野辺地サービスセンター
【住　所】 野辺地町字下御手洗瀬3番地
【お問い合わせ】 （株）永木精機 六ケ所村工場 総務部
【お電話】 0175-75-3455 担当(福岡)

ご都合に
合わせた
勤務時間

充実した
福利厚生

未経験者OK しっかりサポート
致します！
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【
野
辺
地
の
野
辺
地
高
等
学
校
】
…
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
、
12
月
18
日
創
立
。
旧
学
制
の
中
等
教
育
学
校
で
あ
る
「
県
立
野
辺
地
中
学

校
」
が
前
身
。
県
内
で
４
番
目
に
開
校
し
た
旧
制
中
学
校
で
あ
っ
た
。
旧
制
中
学
校
の
校
舎
は
「
新
町
尋
常
高
等
小
学
校
」
の
校
舎
及
び
敷

地
（
現
野
辺
地
中
学
校
付
近
）
が
利
用
さ
れ
た
。
１
９
４
８
（
昭
和
23
）
年
４
月
１
日
、
戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
、
県
立
野
辺
地
高
等
学

校
と
改
称
し
開
校
し
た
。
現
在
の
校
舎
は
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
に
完
成
し
た
も
の
。
２
０
２
５
年
に
は
、
開
校
１
０
０
年
を
迎
え
る
。

【
解
説
】

　

県
立
野
辺
地
高
等
学
校
は
、
県
立

野
辺
地
中
学
校
と
し
て
１
９
２
５

（
大
正
14
）
年
に
開
校
し
ま
し
た
。

県
立
野
辺
地
中
学
校
と
は
、
旧
学
制

の
中
等
教
育
学
校
で
あ
り
、
尋
常
小

学
校
（
６
年
制
）
を
経
て
進
学
す
る

５
年
制
学
校
で
、
県
内
４
番
目
、
県

南
と
し
て
は
２
番
目
に
開
校
し
た
中

学
校
で
し
た
。
中
学
校
設
立
に
は
８

代
目
野
村
治
三
郎
氏
を
中
心
に
多
く

の
議
員
等
が
尽
力
し
、「
小
さ
な
学

都
」
と
称
さ
れ
た
町
の
教
育
史
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

戦
後
、
学
制
改
革
が
行
わ
れ
、
県

立
野
辺
地
中
学
校
は
県
立
野
辺
地
高

等
学
校
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

野
辺
地
高
校
は
、
町
民
が
地
元
進
学

で
き
る
公
立
高
校
で
重
要
な
存
在
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
の
管
轄
に
も
関

わ
ら
ず
町
が
大
き
く
関
っ
て
い
る
出

来
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
校
舎

の
移
転
・
全
面
改
築
で
す
。
か
つ
て

野
辺
地
高
校
は
、
１
９
１
９
（
大
正

８
）
年
建
築
の
新
町
尋
常
高
等
小
学

校
校
舎
を
転
用
し
使
用
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
建
物
が
老
朽
化
し
て

い
る
た
め
、
町
は
改
築
を
県
へ
陳
情

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
願
い
が
叶
い
、

１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年
、
野
辺
地

高
校
は
現
在
地
へ
移
転
・
新
校
舎
を

建
築
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
現
校
舎

が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
件
は
当

時
の
広
報
に
複
数
回
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
町
民
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
ま

す
。

　

２
０
２
５
年
、
野
辺
地
高
校
は
開

校
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の

間
、
多
く
の
学
生
が
野
辺
地
高
校
で

学
び
成
長
し
て
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
野
辺
地
高
校
に
は
、
末
永
く
野

辺
地
町
の
学
び
の
場
を
担
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

�

（
文
責
・
資
料
館　

山
崎
）

【写真③町のたより1962（昭和37）年5月号】
　野高校舎の完成予定を「枇杷野の高台にデラックス校舎」という見出しで紹
介されています。工事の進捗状況は、町広報で事細かに紹介されていました。

【写真④現校舎　撮影：1973（昭和48）年】
　写真の校舎は、十勝沖地震による復旧工事後の増築さ
れた校舎です。

【写真①旧制県立野辺地中学校　撮影日：不明】
　旧制野辺地中学校の校舎には、新町尋常高等小学
校の校舎が使用されました。
　新町尋常高等小学校は女子児童が通う小学校でし
た。男子は、城内尋常小学校へ通学しました。

【写真②町のたより1961（昭和36）年５月号】
　野高校舎の改築を伝える広報記事。当初県は木造
建築を予定していたようですが、その後町の要請に
より鉄筋構造に変更されました。記事の中では、現
在の野高敷地に移転することや、新町の土地は町へ
無償返還することなどが記載されています。
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問合先
健康づくり課（健康増進センター内）
　　　住　所：前田５番地２
　　　ＴＥＬ：６４－１７７０
　　　ＦＡＸ：６４－８０８３

町の
 ほけん
  だより

＊　総 合 健 康 相 談　＊
　保健師・管理栄養士による相談です。健康についての
お悩みをお聞きします。（要予約）
◆日　程　木曜日（祝日除く）　◆時　間　８時半～17時
 ☎ 64－8080（保健師直通）

＊　傾　聴　サ　ロ　ン　＊
　こころが軽くなるおしゃべりサロンです。傾聴研修会
を修了した傾聴ボランティアがお話を伺います。秘密は
厳守します。
◆日　程　２月１3日（火）、2９日（木）
　　　　　３月１１日（月）、22日（金）
◆場　所　健康増進センター
◆時　間　13時～15時

※ 申込み不要。
　 時間内にいつで
もどうぞ。

健康づくりワークショップのお知らせ
　野辺地町で受診の多い病気について、予防と改善をテーマに健康づくりワークショップを開催します。簡単
な運動や、調理を交えながら楽しく学ぶ内容です。

テーマ 月　日 時　間 内　容 参加料

脂質異常症予防・改善 ２月27日（火） 10～12時
【計測　講義　軽運動　簡単料理】
●血管年齢測定　●ながら運動
●食物せんいを豊富に取り入れる料理

300円

〇定員は先着８名です。〇場所：健康増進センター　〇調理したものは持ち帰りになります。
〇持ち物：筆記用具　エプロン　三角巾（バンダナ等でも可）参加料　健康手帳
〇対象：おおむね30～74歳までの国民健康保険加入者　★健康づくりポイント制度の対象です。
★感染症予防のため、マスク着用、手指消毒にご協力ください。

献血日のお知らせ

日　時：令和６年２月４日（日）
時　間：10時～16時
場　所：マックスバリュ野辺地店

　今年度最後の献血になります。
十分な食事・水分を摂取してお越
しください。
　皆さまのご協力をお願いします。

≪対象者≫
　野辺地町に住民登録があり、今年度中に【65歳・70歳・75
歳・80歳・85歳・90歳・95歳・100歳】になる方のうち、高
齢者肺炎球菌予防接種の助成を受けたことがない方。
※対象の方には、令和５年５月に案内を個別送付しています。
※�この予防接種を受けることの義務はありません。接種を希望
する場合は、主治医へ相談の上、送付した案内に記載のある
医療機関で接種してください。
≪助成額≫
　接種費用のうち、3,000円を町が助成します。
※町の助成で接種する際、送付している案内が必要です。
（注�）今年度の対象者の接種期限は、令和６年３月31日までで
す。また、【70歳・75歳・80歳・85歳・90歳・95歳・100
歳】の対象者の方は、今年度までとなります。ご不明な点等
ございましたら、健康づくり課までお問い合わせください。

高齢者肺炎球菌予防接種費用助成制度
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＊各種相談先＊

相談名（連絡先） 実施日 対象／内容

す く す く 相 談
（64－8080） 月～金曜日

（祝日を除く）
８時半～17時

妊婦、産婦、育児中の方、
就学前のお子さんなど。
こそだて応援コンシェル
ジュ（助産師・保健師）
が対応。

こ と ば の 相 談
（64－8080）

思春期はればれ相談
（64－8080）

火・木曜日
（祝日を除く）
８時半～17時

思春期の方、その保護者
など。
保健師による電話相談。

こども救急電話相談
※青森県主体

（＃8000または
 017－722－1152）

平日：午後７時～
  翌朝午前８時
土曜：午後１時～
  翌朝午前８時
日祝：午後８時～
  翌朝午前８時

小児の急病等、家庭内で
の対応や医療機関への受
診目安などの相談対応。
看護師が相談に応じます。

健康づくり課（健康増進センター内）
住所：前田５番地２
TEL：64－1770

64－8080（相談専用）
FAX：64－8083

問合先

だより
　１歳代の後半頃になると自我の芽生えとと
もに始まるいやいや期。どう接してあげたら
よいか悩むこともあると思います。子どもは
いやいや期を通して世の中が自分の思い通り
にはならないことを知っていきます。また、
この時期の失敗や成功の経験
が、その後の自立につながっ
ていきます。

【「いやいや」に対するポイント】
その１．気持ちを言語化する
　お子さんが何を望んで、今どういう気持ち
なのかを言葉にしてあげましょう。　例「〇〇
したかったんだね」「〇〇が嫌だったんだね」
など

その２．事前に約束しておく
　言葉がわかる年代であれば、お買い物に行
くとき等に事前に約束しておき、見通しをも
たせておくこと大切です。　例「今日はお菓
子を１つしか買わないよ」など

その３．時にはあきらめも肝心
　お子さんの気持ちの切り替えを促すために
手を尽くしても、どうにもならない時もあり
ます。「こんな時もある」と親自身も気持ち
を切り替えていくことも、時には大切です。

２月の保健カレンダー

☆母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康増進センターにて発行します☆

日 事業名（対象者） 開始時間 場　所 備　考

５ １歳６か月児健診
（R４年５月14日～８月５日生まれ） 8時40分 健康増進

センター 対象者には個別通知します。

14

７か月児健診（R５年７月生まれ） ９時半

健康増進
センター

個別通知はしておりません。
広報で確認し母子健康手帳とバス
タオルをお持ちください。

10か月児健診（R５年４月生まれ） 13時

１歳児健診（R５年２月生まれ） 13時

みんなのこども相談（出生～就学前まで） 13時半 前日までに申込みが必要です。

　※予防接種の接種忘れや接種スケジュール等のご相談は、健康増進センターまでお問合せください。
☆母子健康手帳は毎週火・木曜日に健康増進センターで発行します☆

～いやいや期の
　　　対応のポイント～

すくすくアドバイス
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防
災
無
線
（
広
報
無
線
）
は
電
話
で
（
無
料
）
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
！　
☎
０
８
０
０
ー
８
０
０
ー
９
９
５
９

　
「
戸
籍
の
窓
」
に
は
、
当
町
に

届
け
ら
れ
た
出
生
と
死
亡
に
つ
い

て
、
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と

な
の
で
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
場

合
は
、
届
け
出
の
際
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

 

（
１2
月
受
付
分
）
町
民
課　 有戸地区はまなす

　　　ふれあいセンター

◆開設日：２月１日、５日、８日、1５日、
　　　　　1９日、２２日、２６日、２９日
◆時　間：10時半～1４時４５分

※�送迎はありませんのでご注意ください。ま
た、ご利用の際は感染症対策にご協力く
ださい。

老人福祉センター
◆開設日：２月５日(月)、1３日（火）
          1９日（月）、 ２６日（月）
◆時　間：10時～ 1４時

老人憩いの湯
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あなたの活動をＰＲしてみませんか？
掲載をご希望の方は下記まで！
◆問合先　総務課広報担当
　　　　　（内線230）

野辺地町委託事業 参加無料！

👹👹オレンジメモリーカフェ　はまなす🍫🍫
◆日　時　２月15日（木）
　　　　　13時半～15時
◆内　容　・ミニ講話
　　　　　　「みんなで考えよう、認知症のこと」
　　　　　・レクリエーション　・相談コーナー
◆場　所　有戸地区はまなすふれあいセンター
◆対　象　認知症の方、その家族、地域住民
◆注　意　①電話で事前予約をお願いします。
　事　項　②当日はマスク着用で来場願います。
　　　　　③近隣地域の感染状況により中止になる
　　　　　　場合があります。
◆問合先　社会福祉法人　福祉の里
　　　　　介護老人保健施設　のへじ
　　　　　☎65－2333

【雪原ウォークで運動不足解消】
◆日　時　２月20日（火）13時～
　　　　　あったかハウスまかどの森集合
◆内　容　歩くスキー又はスノーシューで雪上を
　　　　　歩く有酸素運動　
◆対　象　町内在住の方
◆定　員　若干名　
◆持ち物　スノーシュー、手袋、帽子、飲み物
　　　　　（※歩くスキー用具一式の無料レンタル有）
　　　　　スポーツ安全保険料（初回のみ）
◆申込・問合先　
　全日本ノルディックウォーク連盟
　上級インストラクター　上原子
　☎64－6270

【歴史講座
『野辺地町の石から探る北上川舟運の謎
－北前船と北上川舟運が運んだ石－』】

　町内の寺院には、稲井石や笏谷石等、船で運ばれて
きた石造物が所在します。
　これらの『石』の産地や関連する歴史について紹介
する講座を開催します。
◆日　　時　２月25日（日）　13時半～
◆場　　所　中央公民館　２階　第３会議室
◆講　　師　東海大学文学部　
　　　　　　准教授　兼平　健治　氏
◆定　　員　50名
◆参加料等　参加料無料・申込不要
◆主　　催　野辺地町歴史を探る会
◆共　　催　青森県総合社会教育センター
◆問 合 先　歴史民俗資料館
　　　　　　☎　64－9494

参加者募集

いないいし しゃくだにいし
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町のカレンダー
日 曜 行　　事　　名
1 木
2 金 相：弁護士
3 土 児：豆まき会

4 日 青森県小学生スキー大会
献血（マックスバリュ野辺地店）10時～16時

5 月 健：１歳６か月
6 火 相：人権
7 水
8 木 図：朗読のつどい
9 金 Jアラート　全国一斉情報伝達試験
10 土
11 日 休日開庁（マイナンバーカード交付など）
12 月

13 火
申告相談（～３月15日まで）
　※土・日・祝除く
傾聴サロン

14 水 健：７か月・10か月・１歳
相：みんなの子ども相談

15 木

日 曜 行　　事　　名

16 金 日本遺産「北前寄港地」パネル展
（～３月３日）青森市

17 土 図：おはなし工房
18 日
19 月
20 火
21 水 相：年金

児：おひなさま作り
22 木 児：避難訓練
23 金 のへじ検定試験日
24 土
25 日
26 月
27 火
28 水

29 木
傾聴サロン
図：館内整理（休館）　　
〆：町県民税（随時）
　　国保・後期・介護（８期）

定住自立圏
観光ガイド
ＱＲコード

※　図：図書館　〆：納期限　健：健診児　児：児童館　相：相談

★十和田市
◆第32回十和田市伝統芸能まつり
・日　　時　２月11日（日）12時開演
・場　　所　十和田市民文化センター
・内　　容　 十和田市内に伝わる、県・市指定の民俗芸

能（神楽・獅子舞・駒踊・鶏舞）を一堂に
集めて公開します。

　　　　　　■出演団体
　　　　　　 洞内南部駒踊保存会、南部洞内神楽保存

会・後継者、南部駒踊滝沢保存会・後継者、
南部駒踊上舘保存会・後継者、晴山獅子舞
保存会・後継者、南部深持神楽保存会、沢
田鶏舞保存会・後継者

・問合先　十和田市スポーツ・生涯学習課　
　　　　　☎0176－58－0184

★三沢市
◆冬限定ご当地グルメ
　三沢ほっき丼の季節がやってきました！
・日　　時　３月31日（日）まで
　　　　　　９時～19時半
・場　　所　三沢市内各店舗
・内　　容　 恒例となったNEWご当地グルメ「三沢基

地空自空上げ」との特別コラボ企画「どん
からキャンペーン」も開催中！応募シール
を３枚集めて飲食券や特産品を当てよう！
15周年記念ほっき丼どんぶりが当たるか
も！？

・問合先　三沢市役所産業観光課
　　　　　地産販売推進係　
　　　　　☎0176－53－5111（内線523）

◆問合先
　�上十三・十和田湖広域定住自立圏観光推進協議会事務局
　（十和田市商工観光課内）
　☎0176－51－6771

町税等の未納は延滞金が加算される場合があります
ので、納期限内に納付しましょう。

新型コロナウイルスワクチンの無料接種が終了します
　新型コロナワクチンの全額公費による無料接種は、初回接種、
秋冬の接種ともに令和６年３月31日で終了します。
　接種をご希望の方は、期限内に余裕をもって受けてください。

◆問 合 先　　野辺地町新型コロナワクチン　コールセンター
　電　　話　　◇０８００－８００－７７８５（無料）
　　　　　　　◇０８０－８６０３－６１９７（有料）
　開設時間　　９時～17時（土日祝日を除く）

◆予約受付　
　３月11日（月）まで
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おいしい！減る脂～♪
カンタン料理

その116

１．鮭は1切れを2～3つに切り、片栗粉をまぶす。

２．フライパンにごま油を中火で熱し鮭を入れ、両面を
焼く。

３．鮭に火がとおったら、みそとみりんを混ぜ合わせた
ものをからめ、ごまも全体にからめる。

鮭のごまみそ焼き

【栄養価　１人分】
エネルギー　200ｋcal　たんぱく質　18.8ｇ　脂質　11.1ｇ　炭水化物　5.3ｇ　塩分相当量　0.7ｇ

材料　２人分 作り方

【管理栄養士のコメント】
　ごまの風味をいかして、少ない調味料
でもおいしく食べることができます。
　ぶりやさばなどで作るのもおすすめで
す。

・生鮭　　　　　　　　　　　　2切れ

・片栗粉　　　　　　　　　　　 少々

・ごま油　　　　　　　　　　大さじ1

　・みそ　　　　　　　小さじ1と1/3

　・みりん　　　　　　　　　小さじ2

・すり白ごま　　　　　　　　小さじ2

ぼくたち　わたしたちの
歯 ピピカカピピカカだよ♪

くん
■■ ■■

■■　■■くん
■■

瀨川　明日奏ちゃん

中戸川　佳奈ちゃん
なか と がわ か な

せ がわ あ す か

まちのアルバム 令和６年　二十歳を祝う会


